
〃

第
三
十
五
回

十
億
円

百
円

〃

〃

六
億
円

百
円
二
銭

〃

第
三
十
六
回

六
十
一
億
円

百
円
一
銭

〃

〃

九
億
円

百
円
二
銭

〃

第
三
十
七
回

十
四
億
円

百
一
円
三
十
五
銭

〃

第
四
十
一
回

六
億
円

百
四
円
四
十
銭

〃

第
四
十
六
回

二
十
二
億
円

百
四
円
六
十
一
銭

〃

第
四
十
七
回

十
億
円

百
四
円
二
十
銭

合

計

千
三
百
七
億
円

（
別
表
）

国

債

の

名

称

記

号

額
面
金
額
の
総
額

額
面
金
額
百
円
当
た

り
の
買
入
価
格

利
付
国
庫
債
券
（
物
価
連
動
・
十
年
）

第
一
回

十
億
円

百
一
円
九
銭

〃

〃

七
億
円

百
一
円
二
十
四
銭

〃

〃

十
億
円

百
一
円
三
十
四
銭

〃

第
三
回

六
億
円

百
三
円
四
十
四
銭

〃

〃

一
億
円

百
三
円
五
十
五
銭

〃

第
四
回

三
億
円

百
四
円
四
十
銭

〃

〃

三
億
円

百
四
円
四
十
九
銭

〃

〃

二
億
円

百
四
円
五
十
九
銭

〃

第
七
回

十
億
円

百
七
円
十
銭

〃

〃

九
億
円

百
七
円
二
十
銭

〃

第
八
回

一
億
円

百
七
円
六
十
五
銭

〃

〃

三
億
円

百
七
円
七
十
九
銭

〃

〃

四
億
円

百
七
円
八
十
九
銭

〃

第
九
回

一
億
円

百
八
円
五
十
九
銭

〃

第
十
回

一
億
円

百
九
円

〃

〃

四
億
円

百
九
円
二
十
四
銭

〃

〃

三
十
一
億
円

百
九
円
六
十
銭

〃

第
十
一
回

六
億
円

百
九
円
七
十
銭

〃

第
十
二
回

一
億
円

百
十
円
三
十
銭

〃

〃

五
億
円

百
十
円
六
十
銭

〃

〃

十
一
億
円

百
十
円
八
十
五
銭

〃

第
十
三
回

三
億
円

百
十
一
円
四
十
四
銭

〃

第
十
四
回

二
十
億
円

百
十
一
円
三
十
銭

〃

〃

二
十
二
億
円

百
十
一
円
九
十
銭

〃

第
十
五
回

一
億
円

百
十
二
円
八
十
九
銭

〃

〃

三
億
円

百
十
二
円
九
十
九
銭

〃

第
十
六
回

五
億
円

百
十
三
円
三
十
四
銭

〃

〃

五
億
円

百
十
三
円
四
十
五
銭

〃

〃

一
億
円

百
十
三
円
五
十
銭

〃

〃

十
一
億
円

百
十
三
円
七
十
銭

合

計

二
百
億
円

平成™�年˜月™›日 金曜日 (号外第˜œ号)官 報
〇
財
務
省
告
示
第
二
十
四
号

国
債
証
券
買
入
銷
却
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
五
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日
に
買
入
消
却
し
た
国
債
の
名
称
等
を
別
表
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
十
五
号

特
定
地
域
及
び
準
特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措

置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
基
本
方
針
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
基
本
方
針
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
二
十
一

年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
特
定
地
域
」
の
下
に
「
及
び
準
特
定
地
域
」
を
加
え
る
。

一
１
中
「
長
期
的
に
輸
送
需
要
が
低
迷
す
る
中
、
車
両
数
が
増
加
」
を
「
車
両
数
の
減
少
を
大
き
く
上
回
る
割
合
で

輸
送
需
要
が
低
迷
」
に
改
め
る
。

一
２
柱
書
き
中
「
特
定
地
域
」
の
下
に
「
及
び
準
特
定
地
域
」
を
加
え
、
同
`
中
「
こ
の
た
め
、」の
下
に
「
こ
れ
ら

の
諸
問
題
が
発
生
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
相
互
に
連
携
協
力
を
図

り
つ
つ
、
タ
ク
シ
ー
事
業
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
需
要
の
開
拓
等
の
当
該
事
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に

よ
り
」
を
加
え
る
。

四
１
中
「
地
域
計
画
」
を
「
準
特
定
地
域
計
画
」
に
、「
特
定
事
業
」
を
「
活
性
化
事
業
」
に
改
め
、「
適
正
化
及
び
」

を
削
る
。

四
２
中
「
地
域
計
画
」
を
「
特
定
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
営
業
所
を
有
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
お
い

て
は
、
供
給
輸
送
力
の
削
減
を
し
な
け
れ
ば
、
タ
ク
シ
ー
事
業
が
地
域
公
共
交
通
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
地
域
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
特
定
地
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
供
給
輸
送
力
の
削
減
を
確
実
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
当
該
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
の
推
進
に
努
め
、
準
特
定
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
営

業
所
を
有
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
お
い
て
は
、
準
特
定
地
域
計
画
」に
改
め
、「
取
り
組
む
と
と
も
に
」の
下
に「
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
法
令
の
遵
守
の
確
保
や
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
新
た
な
輸
送
需
要
の
開
拓
」
を
加
え
る
。

˜ 
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